
症
状
が
２
つ
以
上
該
当
。

◎
脂
質
異
常　

中
性
脂
肪
150
㎎
／
dl
以
上

ま
た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
40

㎎
／
dl
未
満

◎
高
血
圧　

最
高（
収
縮
期
）
血
圧
130
㎜
Hg

以
上
ま
た
は
最
低
（
拡
張
期
）
血
圧 

85

㎜
Hg
以
上

◎
高
血
糖　

空
腹
時
血
糖
値　

110
㎎
／
dl

以
上

　

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
で
、
メ
タ
ボ

は
解
消
さ
れ
ま
す
。
３
か
月
～
６
か
月
の

間
で
今
の
体
重
を
５
％
落
と
す
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

で
は
、
メ
タ
ボ
に
該
当
し
た
Ａ
さ
ん
の

取
り
組
み
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
性
Ａ
さ
ん
。
体
重
75
㎏　

腹
囲
87.2
㎝　

血
圧
140
／
87
㎜
Hg
・
中
性
脂
肪
196
㎎
／
dl

で
メ
タ
ボ
に
該
当
。
６
か
月
で
体
重
５
％

落
と
し
た
い
。

①
落
と
す
体
重
は
…
75
㎏
×
0.05
＝
3.75
㎏

②
目
標
体
重
は
…
75
㎏-

3.75
㎏
＝

71.25
㎏

③
無
理
せ
ず
体
重
を
６
か
月
で
落
と
し

　

暑
い
夏
も
過
ぎ
、
食
べ
物
が
お
い
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
つ
い
食
べ
過

ぎ
て
体
重
が
増
え
、
気
づ
け
ば
お
腹
が

ポ
ッ
コ
リ
‥
と
い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
こ
数
年
よ
く
聞
く
「
メ
タ
ボ
」（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
と
は
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
等
の
発
症
の
危
険
性
を

高
め
る
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
こ
と
で
す
。

　

内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
と
脂

肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
悪
い
物
質
が
増
え

て
、
血
管
を
炎
症
さ
せ
た
り
血
が
固
ま
り
や

す
い
状
態
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
動
脈
硬

化
を
抑
え
る
良
い
物
質
が
減
少
し
て
動
脈
硬

化
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た

か
？
メ
タ
ボ
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
今
年
度
健
診
を
受
け
て
い
な
い

方
は
こ
れ
を
機
に
受
診
し
、
自
分
の
体
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
メ
タ
ボ
の
基
準

　

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
（
へ
そ
回
り
）
男
性

85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
に
加
え
次
の

た
い
の
で
、
１
日
に
減
量
す
る
目
安
は

3.75
㎏
×
１
０
０
０
÷
６
か
月
÷
30
日
＝

１
日
約
21
ｇ

④
１
日
21
ｇ
の
体
脂
肪
を
落
と
す
に
は

21
ｇ
×
７
kcal
＝
147 

kcal
を
減
ら
す
。

※
（
１
ｇ
の
体
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
７
kcal
の
消
費
が
必
要
で
す
）

⑤
147 

kcal
を
減
ら
す
に
は
「
運
動
の
み
」

「
運
動
＋
食
事
」「
食
事
の
み
」
の
３
つ

の
方
法
が
あ
る
。　

Ａ
さ
ん
は
毎
晩
飲
ん
で
い
た
缶
ビ
ー
ル
１

本
（
164 

kcal
）
を
１
日
お
き
に
減
ら
し
、ビ
ー

ル
を
飲
む
日
は
20
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
体
重
75
㎏
×
0.1 

kcal
×
20
分
＝
150 

kcal
）を
開
始
。

〈
そ
の
他
工
夫
し
た
点
〉

・
飲
み
会
な
ど
で
食
べ
過
ぎ
た
と
き
は
翌

日
の
食
事
を
調
整
す
る
。

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
、
お
腹
が
空
い
た
時
は
お

茶
を
飲
ん
で
我
慢
す
る
。
夜
食
を
や
め
る
。

〈
効
果
〉

・
３
か
月
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
お
腹
周
り
が
楽
に

な
り
、
目
に
見
え
て
体
重
が
減
っ
て
き
た
。

・
６
か
月
後
、
目
標
体
重
達
成
。
腹
囲
は

84.5
㎝
。
血
圧
も
下
が
っ
た
。 

〈
今
後
〉

・
健
康
維
持
の
た
め
、
取
り
組
み
は
そ
の
ま

ま
継
続
。
来
年
度
の
健
診
で
確
認
す
る
。

　

普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、「
こ
れ
な

ら
で
き
そ
う
か
な
」
と
思
う
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
健

康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

メ
タ
ボ
を
解
消
し
よ
う
!!
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

11
・
12
月
の
担
当
医

11月
３
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

４
日
（
日
）
二
村
　
克
（
二
村
医
院
）

11
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

18
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

23
日
（
　
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

25
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

12月
２
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

９
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

16
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

23
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

24
日
（
　
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

30
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

31
日
（
月
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
12
月
2
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

土
・祝

金
・祝
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10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は
「
麻
薬
・

覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動
」
で
す
。

　

最
近
は
「
ハ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
乾
燥

植
物
に
大
麻
の
よ
う
な
作
用
を
持
つ
薬
物

を
混
ぜ
込
ん
だ
も
の
を
合
法
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
、店
舗
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
サ
イ
ト
等
で
販
売
す
る
業
者
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ブ
を
使
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
健
康
被
害
や
死
亡
し
た
例
、

ま
た
異
常
な
行
動
を
起
こ
し
て
他
人
に
危

害
を
加
え
る
事
件
も
発
生
し
て
お
り
、
体

に
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か
わ
か
ら
な
い
非

常
に
危
険
な
も
の
で
す
。
興
味
本
位
で
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

様
々
な
要
因
に
よ
り
社
会
参
加
の
場
が

せ
ば
ま
り
、
就
学
や
就
労
な
ど
自
宅
以
外

で
の
生
活
の
場
が
長
期
わ
た
っ
て
失
わ
れ

て
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て
、
講

演
会
と
家
族
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
事
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時
：
11
月
16
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
場
所
：
飛
騨
総
合
庁
舎　

中
会
議
室（
高

山
市
上
岡
本
町
７
ー
４
６
８
）

○
内
容
：
講
演
会
「
家
族
の
立
場
か
ら
ー

家
族
の
で
き
る
こ
と
」

○
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
古
屋
オ
レ
ン
ジ

の
会
相
談
員　

山
田
孝
介
さ
ん

　

講
演
会
後
、家
族
交
流
会
（
自
由
参
加
）

○
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

飛
騨
保
健
所　

健
康
増
進
課　

　

☎
０
５
７
７
ー

33
ー

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）

　

飛
騨
保
健
所
で
は
毎
月
平
日
の
第
１
・
３

木
曜
日
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
等
の
相
談
や

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
次
の
日

曜
日
に
も
相
談
・
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

結
果
は
採
血
か
ら
１
時
間
後
に
は
面
接
で
伝

え
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
11
月
30
日
ま

で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時
：
12
月
２
日
（
日
）

　

13
時
20
分
～
14
時
20
分

○
場
所
：
飛
騨
保
健
所　

診
察
室
（
飛
騨
総

合
庁
舎
１
階
：
高
山
市
上
岡
本
町
７
ー
４
６
８
）

○
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

飛
騨
保
健
所　

健
康
増
進
課

　

☎
０
５
７
７
ー

33
ー

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
０
９
）

○
申
込
期
限
：
11
月
30
日（
金
）17
時
ま
で

ひ
き
こ
も
り
講
座
の
開
催
お
知
ら
せ

休
日
エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

　
　
　

迅
速
検
査
の
実
施
お
知
ら
せ

薬
物
の
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
！

紹介状と医療機関の連携

　

病
院
を
受
診
す
る
と
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供

書
）
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
院
に
通
院
し
な
が
ら
紹
介
状
を
持
た
な
い
で
他

病
院
、医
院
を
受
診
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
と
き
に
も
そ
の
病
院
は
当
院
に
紹
介

状
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

◎
紹
介
状
の
重
要
性

　

他
病
院
や
医
院
に
通
院
し
な
が
ら
も
当
院
を
受

診
さ
れ
る
の
に
は
、通
院
中
の
病
院
が
遠
い
か
ら
、

希
望
す
る
科
が
な
い
か
ら
、
医
師
が
気
に
入
ら
な

い
か
ら
な
ど
様
々
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
紹
介
状
を
持
た
な
い
で
受
診
す
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
治
療
歴
が
わ
か
ら
ず
的
確
な
診
断
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
、特
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
、

医
師
を
悩
ま
せ
ま
す
。
緊
急
に
受
診
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
の
た
め
に
、
普
段
通
院
し
て
い

る
病
院
か
ら
緊
急
受
診
す
る
可
能
性
の
あ
る
病
院

に
治
療
内
容
を
提
供
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
そ

の
病
院
の
医
師
は
大
変
助
か
り
ま
す
。

◎
医
療
機
関
の
連
携
プ
レ
イ

　

病
・
病
連
携
、
病
・
診
連
携
は
大
変
重
要
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。
病
院
や
医
院
は
お
互
い
に
信
頼
関

係
を
持
っ
て
、
よ
り
専
門
の
診
療
、
病
院
の
入
院

機
能
、
在
宅
療
養
機
能
な
ど
を
求
め
て
患
者
を
紹

介
し
合
っ
て
い
ま
す
。
各
医
療
機
関
は
互
い
に
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
っ
て
い
る
機
能
を
最

大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
紹

介
状
は
そ
の
信
頼
関
係
を
保
ち
適
切
な
診
療
を
継

続
す
る
た
め
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

◎
医
療
機
関
の
変
更
と
紹
介
状

　

受
診
す
る
医
療
機
関
を
変
え
る
と
き
に
は
紹
介

状
を
書
い
て
も
ら
う
と
紹
介
先
で
の
診
療
が
ス

ム
ー
ス
に
運
び
ま
す
。
紹
介
状
は
、
患
者
の
都
合

で
通
院
先
を
変
え
た
い
と
き
に
依
頼
し
て
作
成
さ

れ
る
場
合
と
、
医
師
が
他
の
病
院
の
ほ
う
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
て
作
成
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
紹
介
状
の
作
成
を
頼
む
の
に
抵
抗
を
感
ず
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
重
要
性

を
考
え
て
ぜ
ひ
と
も
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
医
師
の
側
で
も
紹
介
状
の
な
い
患

者
を
診
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
そ
の
医
療
機
関
の
間
で
築
い
て
き
た

信
頼
関
係
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

◎
紹
介
状
と
保
険
点
数

　

医
療
機
関
の
種
類
、
規
模
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
文
書
に
よ
る
紹
介
に
は
一
定
の
保
険

点
数
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
適
正
な
紹
介
状
を
書
い

て
紹
介
す
る
こ
と
が
、
役
割
の
異
な
る
医
療
機
関

の
有
効
な
利
用
に
つ
な
が
る
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

◎
金
山
病
院
の
病
・
病
連
携

　

金
山
病
院
で
は
遠
く
の
専
門
病
院
へ
通
院
す
る

の
が
困
難
な
方
々
の
た
め
に
そ
の
病
院
か
ら
紹
介

状
を
い
た
だ
い
て
そ
の
指
示
の
も
と
に
処
置
や
注

射
、
投
薬
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
便

宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
山
病
院
で
は
行

え
な
い
よ
う
な
高
度
な
手
術
や
処
置
は
高
次
の
病

院
に
紹
介
し
、
そ
の
後
の
入
院
処
置
や
経
過
観
察

は
金
山
病
院
で
行
う
と
い
っ
た
病
・
病
連
携
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山

病
院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦


